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遅ればせながらも,やっと ｢東南アジア研究｣第 3巻第2号をお届けできることになりました〔 持紺 ヒを

見た東南アジア研究センターは,その後も従来にましてダイナ ミソクな活動を続けているoそして, センタ

ーの着実な活躍と成果とをそのまま如実に反映するのが,この季刊 ｢東南アジア研究｣である｡ センタ-の

活動が深まるにつれて,本誌の内容も充実 し,すでに先rIあたりから,誌面全体が現地調査の成果で埋めら

れるようになったoこのことは大いに注目に値するとノILLう｡本号に寄せられた論文や榔 t~l1-ち,大部分がやは

り現地研究を踏まえて苦かれたものであり, この傾向は,これからの本誌のありかたを決定的に示している

と思える｡

本r引ま,従来と同じく,論文 ･報告 ･現地通信 ･文献紹介を主体として構成されているが,第 2巻第 1号

で試みた文献JllJ,Jt'題の欄を複 清させてみたOできたら,今後ともこの試みは続けてみたいものである｡ 附 夏ヽ

の休みに,本 誌のためにわざわざ執筆賜わった諸先生がたに厚くお礼を申しとげたい｡とくに,生活環境に

恵まれない調査研究の現地から,貢重な現地通信を寄せてくださったジュニアの皆さんには,心から謝意を

表したい｡

本号では,印1両会社が,これまでの中西印刷から明文舎にかわ り,明文舎の伊藤 吋務にいろいろご厄介に

なったo印刷会社がかわったのは,センターの描 出ヒに1=円 ､, センターlLH版物の出版のやり方がかわって,

大守∵本部の出版物に準ずる仕方で,入札friu度が導入されたためである｡これは, センタ-の現段階ではやむ

･=p'lr,]ないことだとは思うが,本誌のような学術的性格の出版物には,基本的に不向きな制度ではないのだろ

うか(.' 印刷会社に落札が決まったあと,校正段階で入札の条件にはずれた編集者のわがま まをいろいろ聴

きいれてくださった本部およびセンタ-事務室のかたがたには感謝の意を表したいが,今後センターの出版

物を発行する 上で同じような問題が くりかえし生ずることは疑いなく, もう少し柔軟な制度的配慮がなされ

るよう希望することば拝されないだろうか?

編集業務はもっはら矢野が3｢t当したが,原稿依頼に御協力いただいた三谷恭之氏,校正段階で連日お手伝

授らのお心遣いにたいして,心からお礼申し とげたく思う｡これらのかたがたの御力添えにも拘らず, 不完

全な個所をいくつか残してしまったが,すべては博按編集を川 ▲当した矢野の責任であるO お許しを乞いたく

ノ艮う. (編集机当 :矢野 暢記)
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